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病理科　医長

病理科について

内田　温
うちだ あつし

固定され

やや硬くなった手術

検体をカットし、 診断

に適するように方向や

大きさを整える作業

をしています

卵巣内に、 皮膚組織 ( 表皮 (➡)、

毛根 (★)、 皮脂腺 (■) を含む ) や

脂肪組織 (●) が認められます 

切り出し作業をする病理医

卵巣に発生した成熟嚢胞性奇形腫 ( 良性腫瘍 )

の病理組織標本

※患者さんの承諾を得て掲載しております

組織を 2 μm の薄さに切っています

まさに匠の技です！

薄切作業をする臨床検査技師
はくせつ
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手術検体や生検組織を病理医が顕微鏡で観察できる状

態にする作業です。

組織や細胞の構造、形態を観察することで悪性（がん）の

種類や進行度、転移の有無などが判断されます。

組織を観察するためには、組織を薄く切る（薄切）必要があ

ります。組織片は、そのままでは柔らかいため薄切するこ

とができません。そのため、パラフィンと呼ばれるロウのよ

うな物質を用いて組織片を固めます。

プロセッサーという機械を用いて検体に各種薬液を浸透

させ、パラフィンブロックを作製します。

手術中に病変の良悪性や切除断端の悪性

の有無またはリンパ節転移の有無を診断

する必要がある場合には、パラフィンブロ

ックの代わりに組織を凍結して顕微鏡標

本を作製します。

ミクロトームと呼ば

れる器具を用いてパ

ラフィンブロックか

ら厚さ2～3μmの

切片を作製します。

尿や喀痰、胸水、腹水など全身

から採取されるあらゆる細胞

検体を対象に顕微鏡標本を作

製し、病態を判断します。

日本臨床細胞学会認定の細胞

検査士資格を有する臨床検査

技師が顕微鏡を使って検査し

報告書を作成します。

細胞診専門医の承認を得て診

断報告します。

気管支鏡検査や消化器の超音波内視鏡下穿刺

吸引法の際には内視鏡室に出向し、採取検体の

処理および診断に有益な細胞が採取されてい

るかを顕微鏡で確認し迅速判断しています。

呼吸器外科・内科医師、消化器内科医師、内視鏡

室のスタッフと連携して実施しています。

ご遺族の承諾のもとに病理医が行う解

剖のことで、死因をはじめ病変の本態、

種類、程度や治療の効果および影響な

どを解明するために行われます。

病理医の執刀補助や臓器の撮影保存、

標本作製を行います。

・病棟や外来での採血

・夜間の緊急検査に対応する

　ための当直業務

病理医が手術検体を切

り出す際には、診断に

必要な部位を選択した

り、肉眼写真を撮影す

るなどの補助をします

内視鏡生検では米

粒よりも小さい検体

もあります

パラフィン切片は病

理診断の他に各種

遺伝子検査にも用い

られます

薄切した切片は、観察しやすいように色素などで染色します。一

般的なヘマトキシリン・エオジン（H.E）染色をはじめ、様々な組織

細胞内成分や物質を証明するための特殊染色、免疫組織化学染

色も行っています。

パラフィンブロック

はくせつ

薄切作業のようす

凍結切片作製装置

病理検査室ではたらくスタッフの皆さん

採取した組織の検体処理を行う臨床検査技師 その場で顕微鏡をのぞき細胞を確認

検査の様子

染色の様子 様々な染色液

細胞写真

迅速診断時
Diff-Quik染色 Papanicolaou染色

癌細胞 良性細胞

通常診断時

臨床検査技師臨床検査技師臨床検査技師
～病理検査室編～～病理検査室編～～病理検査室編～

臨床検査技師の仕事には、患者さんの血液や尿などを調べたりする「検体検査」や組織

片などを取り出して細胞の標本作りをする「病理学的検査」、心電図や超音波検査など

のような「生理機能検査」があります。

病理検査室で働く臨床検査技師は、病理組織検査や細胞診検査などの「病理学的検

査」を担っています。

「病理学的検査」が臨床検査技師によってどのように行われているかを中心に、仕事内

容を詳しくご紹介します。

病理組織標本作製

病理解剖
臨床検査科共通業務

細胞診

パラフィンブロック作製

内視鏡室での細胞診

術中迅速標本作製

薄切

染色
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当院に緩和ケア病棟が開設されたことをきっかけに、2001年にボランティアの受け入れを開始し、今年で25

年目を迎えました。外来、小児病棟、緩和ケア病棟、帽子作り、移動図書、イベント企画のグループがあり、63名の

ボランティアが活動しています。法人ボランティアは職員だけでは行き届かないサービス提供や雰囲気作りに欠

かせない存在です。新型コロナ感染症が流行した時には活動を中止していましたが、その間も患者さんに安心し

ていただけるような飾り物や職員を勇気づけるカードを作成して届けてくれるなど、コロナ禍を共に乗り越えた仲

間でもあります。現在はほぼ以前と同じ活動を再開し、社会の風を病院に運んできてくれています。

当院は、茨城県警と「事件現場医療派遣チーム

（IMAT）」の運用に関する協定を結び、2025年7月

1日より運用が開始されました。

IMATは、刃物や銃器、爆発物などの凶器を使った

人質立てこもり事件やバスや航空機の乗っ取り事件

などが発生し、被害者や警察官に負傷者が発生する

可能性がある場合に、事件現場に派遣される医療

チームです。

茨城県内では、水戸医療センターに次いで2つ目

で、県南・県西地域では初めてです。

当院の災害派遣医療チームDMATの経験を活か

し、事件発生時には迅速に対応してまいります。

ボランティアが初めての方も不安なく活動できるよ

う、活動前に養成講座を受講してもらっています。感染

対策、コミュニケーション、車いすの使用方法、ボラン

ティア活動上の注意という内容で、当院の看護師、介護

士、ボランティア担当の事務職員が講師をつとめ、実技

を交えながら講義しています。ボランティアが安心して

活動できるよう、このような養成講座をはじめとしたサ

ポートを継続したいと思います。

2024年度 2023年度

1 私を診療してくれた医師は私と十分な時間を共にしてくれた。

2 診療に伴う痛みや吐き気などの苦痛は事前の予想より強かった。 (10月～ )

3 研修医は私に対して敬意を持って対応し私の要望を受け入れてくれた。 (9月まで )

4 私の個人情報は、 職員の間で共有され適切に利用されていた。

5 担当医以外の必要な医師の診療をスムーズに受けることができた。

6 院内には十分な診療を行うために必要な機器がすべて備わっていた。

7 必要な時はいつも、 看護師と介護士が対応してくれた。

8 診療や検査を受ける場所で、 しばしば長く待たされた。

9 事前の説明内容と実際の診療には大きな違いがあると感じた。 (10月～ )

10 私の受けた診療の中には不満に思った点がいくつかあった (9月まで )

11

12 職員から提供される情報は一貫しており信頼できた。

13 入院中の私のプライバシーは十分に配慮され、 守られていた。

14 病院食は工夫されており、 おいしく食べられた。

15 病室内は、 室温 ・照明 ・静かさが快適に保たれていた。

16 ベッドまわりは清潔で、 となりとの距離も十分だった。
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17 トイレと浴室は清潔で使いやすかった。

18 研修医はチームの一員として私の診療に対応してくれた。

19 入院費用の支払額は内訳がわかりやすく、 支払額には納得できた。

20 医師や看護師の説明について、 わかりやすいと感じた。

21 医師や看護師に直接相談したい時、 相談しやすいと感じた。

88.6%

74.1%

83.0%

93.3%

87.0%

81.4%

84.5%

95.3%

94.0%

22 今回の入院は、 自分にとって満足できる内容であった。

23 当院を知人や家族に勧めたいと思う。 　

90.3%

93.0%

91.6%

94.4%

93.7%

当院では2021年7月より入院の患者さんを対象とした満足度調査を通年で実施し四半期ごとに集計を行っています。結果

を分析し、より改善に近づけられるよう質問内容を随時見直してきました。今回は「私の受けた診療の中には不満に思った点が

いくつかあった」という質問を、不満の理由が明確につかめるよう、2024年10月から「診療に伴う痛みや吐き気などの苦痛は

事前の予想より強かった（副作用の強さ）」「事前の説明内容と実際の診療には大きな違いがあると感じた」という二つの質問

に変えました。これらを含めた2024年度の取り組みを報告し、2025年度に予定される主な活動について説明致します。

「診療について不満に思った点」に関する質問を、より詳細な２つの質問に変更した結果、「副作用の強さ」が大き

く不満につながっていることが推定されました。治療に伴って現れる副作用や合併症は事前の説明と発生時の対

処が重要で、十分に対応が得られていないという指摘だと考えられます。

「待ち時間」については、予定がずれた場合に病院側から患者さんに声をかけるようにする他、入院中の検査等の

待ち時間に対する負担がどうすれば軽減できるか部門間で協議をしています。引き続き検討を重ねていきたい

と思います。

自由記載欄には、トイレなどの水回りについて、改善を希望するコメントを多くいただきました。改善に向けて試行

錯誤を繰り返していますが、なお十分なご満足を承っていない状況です。

インターネット環境を求めるご意見は毎回一定数のコメントをいただいています。今後もご指摘をいただいた点

について対策を継続していきます。

Wi-Fi環境の工事や運用の準備を進め、2025年４月末より利用が可能となりました。

トイレなど水回りについて、具体策を検討して取り組みます。

2024年度の調査結果から

質問項目

病院職員は手指衛生など感染症予防に必要な行動が出来ていた。

2025年度の取り組み

その他の今後発生する課題についても、 患者さんの医療安全と入院

中の快適な生活のために速やかに対策を進めてまいります。
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E-mailアドレス：hp@tmch.or.jp

ホームページ：http://www.tmch.or.jp/

発行人　病院長　　河野　元嗣
こうの もとつぐ

当院では個人情報保護法の施行に伴い、患者さんの個人情報については利用目的を明確にし、その取り扱いには万全の体制で取り組んでおります。

〒305-8558 つくば市天久保１－３－１

TEL ０２９－８５１－３５１１

発行日　2025年7月佳日

皆さまのご支援に深く感謝申し上げます皆さまのご支援に深く感謝申し上げます
昨年度実施した 「紡ぎの庭」 維持のための寄付活動 「紡ぎの庭改修プロジェクト」 によりご支援いただい

た寄付金で、 「紡ぎの庭」 が患者さんやご家族、地域の皆さまに心地よい空間となるよう、 今年度より

具体的な改修計画を立て 「紡ぎの庭リニューアル」 への取組みをすすめています。

地域の皆さまや法人職員による花苗の植え替えを６月７

日 （土） に行いました。 ジニアやクフェア、 アルテナンテ

ラなどが植えられ、 夏の花壇を美しく彩っています。

筑波メディカルセンター病院とつくば総合健診センターの間に位置するペデストリアン （つくば市遊歩道） に作ら

れた 「紡ぎの庭」 は、 たくさんの花壇に四季折々の花が植えられ、ペデストリアンを通る患者さんやご家族、地

域の皆さまに季節の変化を感じてもらう安らぎの場を提供しています。 「紡ぎの庭」 の維持管理には毎年約

２００万円の費用がかかります。 今後も引き続き 「紡ぎの庭」 へのご支援をどうかよろしくお願い申し上げます。

「紡ぎの庭」夏の植え替えを実施「紡ぎの庭」夏の植え替えを実施

つくば市からも花苗をいただきました！つくば市からも花苗をいただきました！
当法人は、 つくば市から 「アダプト・ア・ロード」 （道路環境美化ボランティア）

の活動団体として承認され、 「紡ぎの庭」 エリアの環境美化整備を委託されて

います。 そのため、 つくば市からも花苗を提供していただきました。

「紡ぎの庭」の近況や改修の進捗状況は、「note」で随時配信しています！ こちらからぜひご覧ください➡

紡ぎの庭の一角に、 雑草が生い茂り、 手

つかずの場所があったため、 雑草を取り

除き、 たくさんの花苗とともに、 丸オク

ラを植え、 ポタジェガーデンとして整備し

ました。

※「ポタジェ」 とは、 混ぜ合わせるという
意味で、　ハーブや野菜、 果物、 草花を
一緒に植えた菜園をポタジェガーデンと
呼びます。

ポタジェガーデンが誕生ポタジェガーデンが誕生

※「アダプト・ア・ロード」 とは、市民の皆さまが 「里親」 となって、道路を 「養子」
として見立て、 道路を我が子のように愛情を持って世話 （清掃 ・ 除草など）
をしていただくプログラムです。

病院長

も参加

法人職員や地域のボランティアの皆さん

ひとつひとつていねいに
つくば市役所での花苗配付

土作りの様子

丸オクラ

が収穫でき

ました

植 え 替 え に 先
立ち、 「つくばアー
バンガーデニング」
と 「青少年の自立を
支える会シオン」 の
皆さんが、 花壇の土
に腐葉土を混ぜ、 土
作りをしてくださ

いました！

新  任  挨  拶新  任  挨  拶

このたび、副院長を拝命いたしまし

た。「働き方改革」が確実に進行す

る中での救急医療の展開は、困難

なかじ取りを要します。特に通信機

器を用いた情報共有における効率

を改善して、職員の健康と地域医

療への貢献のバランスをとって参

りたいと思います。
副院長

（脳神経外科）

上村 和也

このたび診療部長を拝命しました。

小児科の診療科長も兼任しており

ますので、引き続き小児救急中核

病院群としての重要な役割を担っ

ていきます。病院全体としても、地

域貢献、患者や家族に対する真摯

な対応、質の高い医療提供、優秀な

人材の育成、女性のキャリアアップ

援助などを継続的に行えるように

尽力いたします。

診療部長

（小児科）

髙橋 実穂

ドクターのリレー講座


